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助産師の先生から命
の尊さや心身の成長を
学び、妊婦体験や赤ちゃ
ん抱っこを通して妊婦の
方の大変さを知りました。

 

８日(木)始業式 大掃除 いじめ・不登校  
問題を考える週間～1４日

1３日(火)喜入中学校入学説明会 鹿児
島学力・学習状況調査～１４日

15日(木)授業参観【命の授業】
 学校保健委員会 ＰＴＡ全体会   
学級ＰＴＡ

1６日(金)家読の日・アウトメディアデー
１８日(日)愛校作業（８：００～）
2１日(水)市図工・美術学習発表展～1/31

23日(金) パフォーマンスタイム
               食に関する指導
２５日(火)全校英語 ５校時

４日(水)移動図書館
６日(金)校内持久走大会 ３校時
1０日(火)持久走大会予備日
11日(水)建国記念の日
1３日(金)第４回学校運営協議会
１４日(土)土曜授業
2０日(金)家読の日・アウトメディアデー
23日(月)天皇誕生日
２５日(水)移動図書館
２６日(木)子ども会議、ＰＴＡ全体会・

 学級ＰＴＡ、家庭教育学級閉講式
２７日(金)お別れ遠足 ６年生を送る会

１２月１９日発行

前之浜小との
オンライン授業で、
お手紙を書き合
い、心を込めて音
読しました。

遠くに見えた石油タンク 校長 増重 光一

表現することの楽しさを感じました（１１月１１日あすなろコンサート）

11月6日、校外学
習で喜入支所を訪
問。私たちの生活を
支えていることを学
びました。

令和８年１月号

講師の先生の
話や動画を通し
て、人権を守る行
動や相手を尊重
する心の大切さ
を学びました。

大人へ向かって～大切ないのち～

地震を想定した訓
練を実施。児童は落
ち着いて安全行動を
取り、命を守る意識
を高めました。

ボッチャ、バッゴー、
ディスゲッターを体
験。先生方との対戦
もあり、笑顔で絆を
深めました。

心を育む人権教室

体育センターがやってきた！

青年海外協力
隊を経験されたダ
ナム由紀恵さんか
らガーナの暮らし
や文化について
学びました。

市音楽会出演（講評を一部紹介します）

お手紙でつながる気持ち

命を守るための避難訓練

演奏家・野口諒真さんと共に、児
童や地域の方々が音楽を楽しみま
した。指揮やリズム遊びなどの共
演を通して、子どもたちは表現する
喜びと音楽の魅力を体いっぱいに
感じました。

 私は昨年度まで緑丘中学校に２年間、その前に喜入中学校に３年間教頭として勤務
していました。この２校は鹿児島市の北と南に位置し、直線距離で約３０㎞ほど離れてい
ます。 緑丘中へ着任し、半年ほどたったある晴れた日の朝、校舎4階を点検をしながら、
ある場所でふと外を見るとはるか遠くにENEOS喜入基地の石油タンクが見えました。そ
の場所以外からは樹木や建物が遮り見ることができません。翌日から、石油タンクが見
えるかどうかその場所で立ち止まることが習慣になりました。月日が流れ、一倉小への
異動が決まり、緑丘中最後の日、あいにくの曇り空で石油タンクは見えませんでした。
「4月から見ることができる」という期待と「この場所からはもう見ることができない」とい
う寂しさが入り混じりましたが、両方の感情をもてたこの縁に感謝しています。
今年一年を振り返ると、出会いと別れの中で多くの方々に支えられてきました。来年も
これまでに出会った縁、そしてこれから出会う縁を大切に歩んでいき、子供たちや地域
の方々と笑顔で過ごしたいと思います。この一年、皆さまの温かいご支援とご協力に心
より感謝申し上げます。皆さまもよいお年をお迎えください。

英語発表、皿回し、歌
など多彩なパフォーマン
スを披露。インタビュー
では工夫や心がけを落
ち着いて伝えました。

パフォーマンススタイムでの輝き

見学で学ぶ地域の仕事とまちづくり

世界を知る特別授業！

心を落ち着けるヒントを見つけよう

【お知らせ】11月２７日（木）の学習発表会に多くの方が越しくださいました。
ありがとうございました。当日の様子を裏面に掲載しております。ぜひご覧ください。

スクールカウンセラーの福永先生から、
講話を受けました。怒りは誰にでもある自
然な感情で、ため込まず休憩し、発散する
ことが大切だと学びました。
また、どんな場面でイラ
イラするかを書き出し、
気持ちを整理する方法
も学びました。

「3人の息がぴったり
と合った素晴らしい演
奏でしたよ。日頃から仲
良く過ごしている様子
が伝わってきました。こ
れが「一倉魂」なので
すね。この伝統をいつま
でも受け継いでいってく
ださいね。」
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